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第20回世ք経済分析年次会議が、
2017年6 7݄ʙ9日·Ͱ、ถ国ウェストラフΝ
イエットに所ࡏするパデュー大学Ͱ開催͞
Εたɻຊ会議͸、パデュー大学೶学部の
世ք๵қ分析センターがӡ営する΋のͰ
る͋ɻ͜ の年次会議の໨త͸、ಛにҰൠۉ

モデルとデータ、アϓϦέーシϣンϓロάラߧ
ムΛ࢖ たͬఆྔ分析にΑΓ、国際経済問୊
Λ研究する経済学ऀたͪのؒのҙݟ交
Λଅ進する΋のͰ׵ る͋ɻ͜ の会議の主ཁ
ͳ部分͸ಛにorgani[ed�session（Ұ人
の organi[erにΑΓاը、進ߦ Ε͞るセッ
シϣン、ҎԼ OS）とcontributed�paper�
session（ݸผにԠื͞Εた࿦文Λݩに
੒ߏ Ε͞るセッシϣン、ҎԼ CPS）Ͱ る͋ɻ
OS͸、Global�Trade�Analysis�Project

（GTAP）ネットϫークのϝンバーにΑΓ、ಛ
ఆの஍Ҭの研究΍੓ࡦ関࿈の研究にয
఺Λ౰ͯͯߦΘΕͯいる΋のͰ る͋ɻCPS
͸、ࣄલ৹査にΑΓબ͹Ε、い͘ ͭかの研
究分໺のάルーϓに分けらΕた研究テー
マにͭいͯ、GTAPネットϫークϝンバーに
ΑΓߨԋがߦΘΕる΋のͰ る͋ɻ

ຊ年の会議Ͱൃද Ε͞た࿦文͸、࣋ଓ
可能ͳ開ൃ、ީؾม化への੓ࡦとͦ のద
༻と໾ׂ、世քతͳ๵қ協ఆがଘ͠ࡏ ͳ
い中Ͱの஍Ҭ主ٛの問୊、೶ۀにおける
技術ֵ新΍͜ のۀ࢈の੒長とม化、21世
紀におけるࢿຊとෆฏ౳Ͱ る͋ɻ4ͭの全
ମ会合と51の分科会が開かΕ、世ք֤
国から200人の専໳ՈがࢀՃ͠ たɻ

第1セッシϣン͸「バックトΡβフュー
チャー :�GTAPの回ސと新͠ い研究՝୊
のܗ੒」と୊͠ ͯ、ถ国঎຿省経済分析
の司会にࢯ長サラϔレン・トンϓιンہ副ہ
ΑΓߦΘΕたɻ͜ のセッシϣンͰ͸、1992

年にGTAP の࢖༻が開࢝͞Ε、すͰに
GTAP͸世ք経済Λ理解するたΊの共
௨ޠݴにͳͬͯ いるとい͏ と͜がڧ調͞Ε
たɻGTAP͸、世քの公共財と͠ ͯ、๵қ
੓ࡦの分析の分໺ͩけͰͳ͘ に関ڥ؀、
する༧ଌ、ධՁ΍్上国の開ൃΛఆྔత
にଌるたΊのෆ可ܽのツールͰ Γ͋ଓけͯ
いるɻଞの全ମ会合Ͱ͸、世ք経済分析
の分໺におけるকདྷの՝୊に஫໨͠ 、๵
қڝ૪ྗのޮՌの理࿦とܭଌ、世քΛܗ
ࡶるϝガトレンド΍、ΑΓෳ࡞ Λ͞૿す研究
ྖҬにおけるGTAPの໾ׂにͭいͯڧ調
Ε͞たɻ
「౤ࢿフローに関するྔܭ経済学と

CGE�分析」と୊するセッシϣンが、ถ国
国際๵қ委員会�（USITC）の国際経済
学ऀͰ͋るマϦノス・ツΟガスࢯの司会にΑ
Γ進ߦ Ε͞たɻ͜ のセッシϣンͰ͸、ಉ͡ ͘
USITC の国際経済学ऀͰ͋るϔβー・
ϫΟクラマラチത࢜が、్ 上国からの外国
௚઀౤ࢿ（FDI）が2013年に世քの対外
త౤ֹۚࢿの39̀ に相౰する5530ԯドル
に達͠ 、ͦ の65ˋがଞの్上国に޲けͯ
౤ࢿ Ε͞た͜ とΛڧ調͠ たɻ

్上国ؒのೋ国ؒ౤ࢿ協ఆ（BITs）
͸ࠓ΍క݁ Ε͞たBITs 全ମの30 Λ̀઎
Ίる·Ͱにͳͬ ͯいるɻ͠ か͠ ͳがら、FDI
に対するBITsのޮՌに関する́ とΜͲの
研究͸、ઌ進国から్上国Ͱ る͋डೖΕ
国へのۚࢿの流Εにͭいͯ஫໨͠ た΋の
Ͱ Γ͋、Θͣかͳ研究ͰのΈ్上国ؒの
FDIに対するBITsのޮՌΛ͠ূݕ ͯい
るɻ120の国Λ対৅と͠ た2001年から2012
年·Ͱの2国ؒ FDIのデータΛ༻いͯ、報
告ऀ͸、南－南BITsとͦ のFDIに対する
ޮՌΛ͠ূݕ 、BITsとडけೖΕ国の੍౓

の関܎、南－北 BITsと南－南 BITsのؒ
に͸ͲのΑ͏ ͳҧいが͋るのかにͭいͯ੔
理͠ ͯいるɻ࣮ ূ݁Ռ͸、́ とΜͲの国の
ؒͰBITs͸౤ࢿと大͖ ͳ関܎Λ΋ͪ 、南
－南ؒにおいͯ͸ΑΓॏཁͳҙຯΛͭ࣋͜
とΛࣔ͠ たɻ͜ の݁Ռ͸、কདྷの研究Ͱ理
࿦తͳิڧがͳ͞ Εる΂͖Ձ஋の͋るڵ
ຯਂい݁ՌͰ る͋とい る͑ɻ·た͜ の࿦文
͸BITsとडೖ国の੍౓にͭいͯ͸、代
ସతͳ΋のͰ͸ͳ͘ 、ิ に܎తͳ関׬ る͋
と͜΋ࣔ ͯ͠いるɻ͠ か͠ の݁͜Ռにͭいͯ

͸、్ 上国ؒの౤ࢿにおいͯ͸༗ҙͰ͸
ͳいとい͏ ݁ՌΛࣔ͠ ͯいるɻ

ͦΕҎ外のڵຯਂい࿦文͸、「஍Ҭ
౷合が進Ή中Ͱのٸ進తෆ࣮֬性－代
ସత஍Ҭ๵қ協ఆシナϦオの経済తͳޮ
Ռ」と୊する΋のͰ、日ຊの੓ࡦ研究大学
院大学（GRISP）シニアフェローの川࡚研
ҰࢯにΑΓ進͞ߦΕたɻ͜ ͜Ͱ͸、ۙ 年、
஍Ҭ౷合がਂ化する中Ͱ、多਺かͭ大
໛ͳෆ࣮֬性がൃ生ͯ͠いるとい͏ن ఺
がڧ調 Ε͞たɻ࠷΋஫໨する΂͖ ͸、ӳ国
がԤभ࿈合Λ୤ୀする͜ とΛܾఆ͠ た͜ と
΍、ถ国の新͠い大౷ྖが؀ଠฏ洋࿈
協ఆ（TPP）からの୤ୀΛද໌͠ܞ た͜ と
Ͱ͋るɻԠ༻Ұൠߧۉモデル（CGE）の
世ք๵қモデルΛ༻いた多਺の͑ߟಘる
஍Ҭ๵қ協ఆ（RTA）のシナϦオに関す
るఆྔతͳൺֱ͸、ถ国がTPPから୤ୀ
͠た場合、ಘる΋の͸ͳ͘ 、ࣦ ΋͏のが る͋
か΋͠ Εͳいとい͏ ݁ՌΛࣔ͠ ͯいるɻ日ຊ
とのೋ国ؒ自༝๵қ協ఆ（FTA）΍経済
࿈ܞ協ఆ（EPA）のظ଴͞Εるར益͸、
TPPのظ଴ར益ΑΓ΋গͳい͜ とが༧ଌ͞
Εるɻ·た中国΍ϝΩシίからの༌ೖ඼に
高い関੫Λถ国が՝すのͰ͋Ε͹、中国
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とϝΩシίの෋ΛᆝଛするͩけͰͳ͘ 、ถ
国の෋Λᆝଛするɻ͞ らに、東アジア஍Ҭ
แׅత経済࿈ܞ（RCEP）からの中国の
෋͸、͜ の協ఆの合ҙਫ४に੍໿ Ε͞る
とと΋に、ಉ͡ Α͏ に༧૝ Ε͞るถ国の関੫
の༌ೖ回ආޮՌに΋੍໿͞Εる΋のͰ͋
るɻಛに、ඇ関੫ાஔݮ࡟にΑる所ಘ૿
͸、関੫ఫഇΑΓ΋͸るかに大͖ い΋のͰ͋
るɻ͠ たがͬͯ 、国際తͳ࠷大ݶの౒ྗが
ΑΓ高いਫ४のRTAsの達੒とͦ の݁ؼ
と͠ ͯのΑΓ大 い͖経済తͳར益に޲けら
Εる͜ とがཁٻ Ε͞るɻ

චऀがاը・進͠ߦた「஍Ҭ੓ࡦ分
析」と୊するセッシϣンͰ͸、モンゴル国ཱ
ビジネススクール大学঎学部学長オトΡゴ
ンサイハン・ニャムダーࢯとの共ஶͰࣥච͠
たۙஶ「༌ೖ関੫վֵのモンゴル経済に
対するিܸ :�GTAP8�1データϕースにΑ
るCGE 分析」Λൃද͠ たɻ会場のௌऺか
らडけたҙݟ・ίϝント͸、࿦文ஶऀのক
དྷの研究のํ޲ΛΑΓΑ͘ ಋ͘ ॏͳ材ྉو

とͳͬ たɻ
·た͜ の会議͸、޿範ͳネットϫークΛར

༻͠ Λ׵交ݟՃऀのؒͰ学श΍ҙࢀ、ͯ

ߦ͏ Αいػ会Ͱ΋͋ るɻ次回の21回世ք経
済分析年次会議͸、2018年6 1݄3ʙ15日
にίロンビアのカルタήナͰ開催 Ε͞るɻ
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